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公的部門の経営：日本科学未来館前副館長に聞く 
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ドラえもんがあのマンガの中で、何十年前にやった魔法のようなものが、今の科学でどこまで
できるかというストーリーですが、３ヶ月間で２６万人入りました。空前絶後の大ヒットでし
た。大変面白かったのですが、しかしながら満足度は一番低かった。あまりにもお客さんが入
りすぎて待ち時間が長すぎた、ゆっくり見られなかったというのが満足度につながらなかった。 
 そういった意味で来館者の適切なレベルを議論するとても良い事例になりました。そこらへ
んは非常に難しいところです。 
平野 
 難しいですね。公的機関だとお客が入ればそれでいいというものでもないですから・・・。 
 
公的部門でのやりがい 
平野 
 それでは、最後に、未来館の副館長をやっていて、これが一番良かったというか、やりがい
があったということをお聞かせください。 
中島 
 そうですね、３つぐらいあります。 
 第一に、わたしは文科系の人間だから、今まで大学の科学の先生とか研究者の人達とつき合
いがなかったのですが、この仕事で、そういう人たちと出会ういろんな機会が出来たことです。 
 第二に、若い科学者やその卵、これから日本を背負っていく若い世代と一緒に仕事が出来て、
彼らが何を考えているのかというような、そういうことに日々接触できたこと、これは、とっ
ても良かったですね。企業だったら、常に売上や利益が至上命題としてあるのですが、ここで
は、日本が科学技術立国としてやっていくためには何をしなければいけないかというような、
もっと根本的なことを考えられたことです。それまではそんなことを日常的に考える機会も少な
かったので、未来館を経営していく中でそうしたことに触れて、とても自身勉強になりました。 
 第三に、未来館で開催されるロボットコンテストだとか、いろんなイベントで、小中高校生
などの若い人が目を輝かせている場面をみて、こんな若い人がもっと増えたなら、日本の未来
も希望がもてるというところが垣間見れたところが良かったですね。 
平野 
 そういうのは未来館の方が、見え易いわけですね。 
中島 
 そう、見え易いですね。 
平野 
 分かりました。本日は、貴重なお話を聞かせていただき、どうもありがとうございました。 
 
（インタビュー 平成２３年８月１１日） 
